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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
B6nard問題は,流体の厚みが薄いと考えた近似であるBoussinesq方程式による研究が多くなされてき
たが,流体が薄くなかったり,大気の運動 ･天気予測の場合の様に圧縮性の考慮が必要な場合には一般の
圧縮性 ･粘性 ･熱伝導性を考慮した方程式系をそのまま取り扱わなければならない｡そのために,熱伝導
解のまわりでの線形化方程式系でさえ複雑で,数学的な取り扱いは,ごく最近のPadula等の研究まで無
かった｡無次元化のパラメーターもRayleigh数,Prandtl数の他にポリトロピック指数や流体の厚さに
当たるパラメーターが入ってくる｡Padula等の研究は,上 ･下の二平面での速度の境界条件を,slip境
界とした場合を扱い,エネルギー法によって熱伝導解の安定性を証明したものである｡ しかしながら物理
的には速度について固定境界条件が自然である｡ しかも数学的取り扱いは困難になる｡ そこで当申請論文
は,この固定境界条件を取り上げ,熱伝導解の安定性をソボレフ空間Hl及びH2においてエネルギー不
等式によって証明した｡この ｢エネルギー｣は,系に対応して数学的に構成したものであって系が放物型
･双曲型の混合型であるために大きな工夫が必要であった｡これによってRayleigh数が大きくない時の
熱伝導解の安定性が証明できたのみならず,H2でのエネルギーも得られたために解の存在証明に進む手
掛かりも得られている｡ 更にRayleigh数を大きくしていった時の熱伝導解の不安定性そして分岐現象の
説明に研究を進める始めとして,熱伝導解のまわりでの線形化した方程式系が,作用素としてセクトリア
ル性を持つことを証明している｡ これによって系のスペクトルがRayleigh数によらずに複素平面上の左
に開いた横形領域の中にあることがわかった｡固有値 ･固有関数のRayleigh数等のパラメーターに依存
した動きを追跡する基礎を作ったことになる｡これに続いて参考論文では,精度保証付きの数値計算によ
ってRayleigh数が臨界値を越える時,固有値が複素平面の原点を左から右に横切ることを示した｡これ
は熱伝導解の不安定化を証明したものである｡
以上本申請論文は,圧縮性 ･粘性 ･熱伝導性流体の熱対流問題の解析的研究の基礎を築いたものであっ
て,博士 (理学)の学位論文として十分に価値あるものと認められる｡
なお,主論文に報告されている研究業績を中心とし,これに関連した研究分野について試問した結果,
合格と認めた｡
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